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	江戸後期から明治期の紀行文・登山記録をもとに過去の白山のライチョウ(Lagopus mutus japonicas)の生息の把握を行った。収集した39点の紀行文・登山記録のうち25点の史料にライチョウの目撃した記録があった。目撃記録の中にはライチョウとは別の可能性もあることから、記載内容がライチョウに間違いないかの検討を行った結果、確実にライチョウの目撃と断定したものは10点となった。内訳は、江戸後期のものが7点、明治期のものは3点で、古くは1813年（文化10）、新しくは1910年（明治43）...
	ライチョウの目撃と断定した点数が少なく、生息の連続性や個体群としての存在を把握するまでには至らなかったが、白山における過去のライチョウの生息の一端を明らかにすることができた。


